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ダルマス （蕃名）の觀察 
坂口益雄佐藤理夫木下國男 

ダルマス（•毒蜘蛛）は好んで石灰岩の穴を利用し或は石交りの地に住居を選 
定し陣をはつてゐる〇奥の深い太陽の光線の入らぬ暗闇の洞窟等ではダルマス 
は石の下方に小さな陣を張り特別に野外の岩穴等には:！を造るといふ事をしな 
い。 こ、で不思議なのは小さなダルマスの仔等は明るい場所に巢を造らず暗い 
所に巢を选る事で.多分其〇當時は敵に對する防衞の武器の發達が十分に具は 
つてない爲であ*らう0それで一人前の巢も張らない。野外に於て見受けられる 
のは充分成長した親ばかりである。堂々と一人前に不規則な棚狀の漏斗狀の简 
形の巢をつくつてゐる。彼等はたくみに附近にある木片等を利用してゐる j 入 
口卽ち玄關の五十糎前まで下方則ち地中にはり入口より上方に張られた： E と合 
して奥に連なつてゐる。口徑十麵深さ四十糎ばかりの穴で彼等は赘澤にも屋 

敷と言はうか避難所と云はうか何 
しろ三室位はどれもこれも有して 
ゐる。そしてその內の寢起きする 
所には石か或は土が立ち塞がつて 
ゐる。我々の目から逃れる爲に選 
定するのでらう。此の藝術家によ 
つて製作された强靱で又頗る彈力 
性が强い彼等のとりでに一旦餌物 
(いなご）がとまると，ばつたは 
命の旦夕に逼るのを知つてか逃げ 
よう逃げようとはばたきしてあせ 
る。 あばれ、ばあばれる招 IS ? みつ 



第1圖ダルマスの背面 
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く。さうするや否や彼は時を逸せず奥からおどりか、つて來てあのどす黑い s 
牙をくひこむのである〇併し此の場合彼自身の絲によつて圍繞して動けなく 'I 
るやうな卑怯な振舞は絕對にしない。實に男性的だ。僕は感心して佇んでいた c 
弱りきつたのを察すると-凱歌をあげて暗の住家に運び去つてしまふ。これらの 
用を成す必要な切先の曲つた二枚の双は，必要以外には 
刀を鞘におさめておく樑に二つの强い牙堤の間に納めら 
れてゐる。この牙堤は正面に眞直のびてゐて牙をあやぐ 
る筋肉を內に收めてゐる。（第二®) 

彼は二對の紡績突起を有し上方は二健陧の長さがあ 
る0これらによつてたくみに巢を造營するのであらう。 
又二月頃私は卵囊を紡ぎ疣にぶらさげて引摺つてゐる親 
を見つけて，とらへようとすると獻身的愛を以て我々を 
驚かした0此の直徑は約四糎位で卵數は五百數十腦で二 
粍位の大きさの淡黃色の卵であつた。 

彼の-毒性をその後實驗して見ると，次の樑な事がわか 

第2圖タルマス 

の腹而 つた0去る十二月六日飼育してゐたダルマスを附近の種 
畜場から買よせた雛雞の股にくひつかして見ると，致命的毒は無かつたが，被害 
者は一分間 T 呈經つてあたかも眠るが如く睡眠狀態に落人つてゐたが，全身に毒 
が廻つてか立上つたり，か r んだりする樑になつた。後一つ記錄しておきたい 
事は.四日の採集を終つて愈々懷かしい我が家に到着した。玄關にどつしりと 
腰をおろして，ゲトルを取つてゐると奥にゐた妹が出て來て僕等〇收獲品を 
見てゐたが，その內に「此の蜘蛛死んでゐるのね」と云つたので，おかしいと 
思ひ瓶を上下に打振つて見たが一向に身動しない。藍を開いて何氣なく足先に 
手をふれると，そ〇瞬間身動もしなかつた彼が突然睽の手に食ひ込んでゐるの 
ではないか。あはてて振り落さうとするが彼の毒牙がくひ込んでゐるので，振 
れば振る程痛くなつた。痛くて何をしてゐるかもう分らなかつた。た r 左手で 
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第:ダルマスの上賴 


下にた、きつけた。併し彼は落ちてからも 
なほ僕に對する抵抗の姿勢を取つてゐ•た。 
彼は SI をなめながらまるで英雄そのもので 
あつた。づきんづきんと痛むのでふと見る 
と手先は最早染血にまみれてゐた。時計は 
僎をあざけり笑ふかの樑に六時を打つた0 
全身は汗びつしよりであつた。多分彼は死 


を裝ふ本能の術を用ひたのだ。その後三十分問身を切每樑に痛んだが，それか 
らは大分痛みも止つた。蜂にさ、れた痛さより遙かに手ごたへがあつた。それ 
で三日間の間は手がはれて鉛筆も自由にあつかふ事が不可能であつた。今あの 
日の事を考へると身のぞおつとする〇を覺え恥かしさを感じてならない0 


(昭和十三年十二月七日） 

瞽蛛こ 題 

瞀鋅一種の產節數瞽蛛の產卵に就ては，筆者が一昨年觀察せ' るものを昨年の本誌 
No . S , No . 3,に記して置いた。昨年も同種のものを飼育中 5 月 22 日午前 7 時頃 27 個產 
卵 I てあるのを觀た。翌 23 日には7個產卵してゐた〇それで一頭で計 3 4個產卵したこと 
になる。 6 月口日其の內 5 個が孵化した。續いて殘り全部が 2 0日迄に孵化し終つた。但 
し幼蛛の飼育は失敗した〇 (藤田衞） 

中支の瞽蛛舍弟藤田視が昨年徐州大會戰參加後> 7月19日譽1の暇に中支那常州附 
近〇〇〇の竹藪に於てクモを採集し筆者に送附して來た。其の中にザトウムシ4頭も交つ 
てか居つた。該標品は封書で送附されて來たので可なり押し潰されてゐたが 4 頭とも明ら 
にヒトハリザトウムシ Gagrdla japonim Koswer であることがわかつたのでこ M こ報告 
して置く。眞正のクモに就ては植村利夫氏に發表して戴くつもりである。 f . 藤田衞） 

中支の蜘抹 

上記藤田視君が中支に於て御採集になつた蜘蛛を拜見致しま した0 何分戰場の事とて 
»の乾式壓搾漂本といつたやうな形式で送られたものらしぐ精細な®察が困難であり 
ましたが,私はこれをワカバグモ Oxytaie striatipes L . Koch とェビグモー種 Philodrom - 
仙 s P . と同定致しました。戰場の餘暇に蝴蛛を御採集になつた御熟心さに敬意を表しつ 
、謹しんで同君の御凱旋を視する次第であります。 C 植村利夫〕 



